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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

慈
願
寺
と
歩
ん
だ
真
宗
大
谷
派

恵
観
と
好
楽
社
の「
当
知
庵
碑
」

　
新
堂
二
丁
目
の
松
原
小
学
校
や
中
央
公

民
館
の
東
側
に
ス
ー
パ
ー
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
東
接
す
る
上
田
七
丁
目
に
記
念

碑
と
二
基
の
墓
石
を
守
っ
て
区
画
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
小
学
校
や
公
民
館
が
建
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
新
堂
の
下し

も

の
池い
け

が
水
を

た
た
え
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
、

こ
の
東
堤
に
接
す
る
上
田
村
に
は
、
真
宗

大
谷
派
の
福ふ

く

應お
う

寺じ

が
法
灯
を
伝
え
て
い
た

の
で
す
。
今
で
は
、
境
内
の
大
半
は
駐
車

場
と
な
り
、
建
物
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
福
應
寺
の
檀
家
さ
ん
た
ち
は
、
近
く

の
同
じ
真
宗
大
谷
派
の
願が

ん

正し
ょ
寺う
じ（
上
田
七
丁

目
、「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」136
）住
職
を
代
務
者

と
し
て
、
お
つ
と
め
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
福
應
寺
旧
地
に
残
る
石
碑
や
墓
石
は
、

同
寺
住
職
た
ち
の
遺
産
な
の
で
す
。
記
念

碑
の
正
面
は「
当と

う
知ち

庵あ
ん

碑
」
と
あ
り
、
裏
面

に
は「
大
正
元
年
十
一
月
建
設
」「
好こ

う

楽ら
く

社し
ゃ

有

志
者
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
傍
ら
の

墓
石
は
、
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
二
基
と
も
剥
落
が
激
し
く
、
年
代
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。「
□（

福
）應

寺
墓
」「
釋

し
ゃ
く

尼に

妙
智
」「
釋
恵
了
」や「
了
順
」な
ど
の
文
字
が

判
読
で
き
る
の
み
で
す
。

　
さ
て
、
福
應
寺
は
江
戸
時
代
、
東
本
願

寺
を
本
山
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
本
願

寺
の
直じ

き

末ま
つ

で
は
な
く
、
八
尾
の
慈じ

願が
ん

寺じ

の

末
寺
で
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
94
・
97
・

209
）。
こ
の
た
め
、
慈
願
寺
に
は
、
福
應
寺

に
関
わ
る
資
料
が
次
の
よ
う
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
東

本
願
寺
十
三
世
の
宣せ

ん

如に
ょ

に
よ
っ
て
、
寛か
ん

永え
い

十
六
年（
一
六
三
九
）
夏
に
与
え
ら
れ
ま

し
た
。「
木
佛
尊
僧

（
マ
マ
） 

河
内
国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
松
原

庄
上
田
村
惣
道
場
福
應
寺
」「
但
シ
御
印
書

ニ
者は

慈
願
寺
下
と
有こ
れ

之あ
り

候そ
う
ろ
う」
と
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
宣
如
を
祀
る
た
め
、

十
五
世
の
常

じ
ょ
う

如に
ょ
に
よ
っ
て
、
寛か
ん

文ぶ
ん

十
三
年

（
一
六
七
三
）
三
月
二
十
五
日
、「
宣
如
上
人

真
影
」
が
下
さ
れ
ま
し
た
。「
慈
願
寺
下
河

内
国
丹
北
郡
松
原
庄
上
田
村
惣
道
場 

福
應

寺
常
住
物
也
」
と
み
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
、

十
六
世
一い

ち
如に
ょ（
元げ
ん

禄ろ
く
十
三
年
・
一
七
〇
〇
年

没
）
は
、
浄
土
真
宗
開
祖
の「
親し

ん

鸞ら
ん
聖
人
御

影
」と
聖
徳
太
子
と
イ
ン
ド
・
中
国
な
ど
七

高
祖
の「
太
子
高
僧
」像
を
下
し
ま
し
た
。

　
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）
十
一
月
の
松
原

村
の「
寺
社
帳
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
住
持

（
住
職
）は
、
了

り
ょ
う
玄げ
ん
で
、
境
内
は「
東
西
拾
間
、

南
北
拾
三
間
五
尺
」と
あ
り
ま
す
。
本
堂
で

あ
る
道
場
と
庫
裏
は
藁わ

ら

葺ぶ
き
・
瓦
庇ひ
さ
しで
、
門

は
瓦
葺
で
し
た
。
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜

四
三
）に
法ほ

う
珎ち

ん
が
造
立
し
た
と
あ
り
、
以
後
、

了
雲
・
了
嘉
・
了
雲
・
了
玄
が
住
持
と
し

て
仕
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
願
正
寺
に
は
、
福
應
寺
に
祀
ら

れ
て
い
た
阿
弥
陀
如
来
像
と
換か

ん

鐘し
ょ
うが

移
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
換
鐘
に
は「
寛か

ん

政せ
い
四
壬じ
ん
子し

年
二
月
造
之 

惣
門
徒
中 

河
州
丹

北
郡
松
原
村 

上
田
福
應
寺 

子
栄
代
世 

常

什
物
也
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
二
月
、
子
栄
住
職
の
時
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
年
は
、
元
禄
五
年
の「
寺
社
帳
」か
ら
、

ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
後
の
こ
と
で
す
が
、

子
栄
は
、
代
々
の
住
職
が
了
の
名
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
子
は
了
の
誤
記
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
旧
地
に
残
る
墓
石
に
も
、
了
順

や
恵
了
の
法
名
が
あ
り
ま
す
。

　
の
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
な
る
と
、

恵え

観か
ん

が
四
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て

住
職
を
務
め
ま
し
た
。
恵
観
は
、
八
尾
・

北き
た
木き

の
本も
と
の
極ご
く

楽ら
く
寺じ
（
真
宗
大
谷
派
）
か
ら

入
寺
し
、
仏
法
を
広
め
ま
し
た
。
一
方
、

俳
句
や
冠か

ん
句く
（
宗そ
う

匠し
ょ
うが
出
し
た
句
の
上
五
句

で
あ
る
冠
に
対
し
、
中
七
字
・
下
七
字
を

付
け
て
一
句
と
す
る
も
の
）
に
も
堪
能
で
、

風
流
の
人
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
と
く
に
、
恵
観
は
三
宅
に
つ
く
ら
れ
た
冠

句
結
社
の
好
楽
社（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
135
）

に
参
加
し
、
福
應
寺
の
一
偶
を
当
知
庵
と
名

付
け
、
冠
句
サ
ロ
ン
も
催
し
ま
し
た
。
恵

観
は
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）、
八
十
三

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
好
楽
社
の
同

人
た
ち
は
、
そ
の
恵
観
の
遺
徳
を
偲
ん
で

翌
大
正
元
年（
一
九
一
二
）
十
一
月
、
福
應

寺
境
内
に「
当
知
庵
碑
」
を
建
立
し
た
の
で

し
た
。

　
そ
れ
が
、
い
ち
ょ
う
の
木
の
も
と
に
た

た
ず
む
現
存
す
る
記
念
碑
な
の
で
す
。

▲福應寺の旧地（上田7丁目）
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▲「当知庵碑」表面と裏面▲福應寺の
阿弥陀如来像

▲福應寺の換鐘

（いずれも上田7丁目・願正寺預り）

上田村の福應寺
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）


